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１．研究計画の概要 
本研究は、江戸藩邸の作事に際して作成さ

れた浩瀚な「作事記録」を分析することによ
り、江戸時代の都市における巨大構築物の建
設がいかなるマネジメント手法のもと達成
されたかを解明しようとするものである。こ
こでいう建設マネジメント手法とは、建設プ
ロセス全体を成り立たせるために必要な
様々な行為（資金・人員・材料・時間の確保・
管理など）を指す概念であり、江戸時代に特
に急速に発達した管理技術である。この手法
の理解を通じて近世建築及び都市、ひいては
それを建設した社会の理解を深めることを
意図している。 
 主たる対象として設定するのは萩藩江戸
藩邸である。同藩の作事記録の分析を中心と
して、他藩の事例を比較対象として参照しな
がら研究を進める。研究者全員が研究期間内
に論文を執筆し、シンポジウムを開催して口
頭発表を行った上で、出版助成に申請するこ
とを直接の目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに行った研究の内容と進捗状況
は下記の通りである。 

(1)「作事記録を読む会」の開催 
 月例の「作事記録を読む会」 を 2008 年度
に 11 回、2009 年度に 10 回、2010 年度に 9
回開催し、萩藩の「江戸上御屋敷普請記録」
（毛利家文庫 8 館邸 11）、「桜田御普請諸沙汰
控」（同 8 館邸 18）の輪読を終え、現在は「桜
田上御屋敷・御中屋敷新御普請之次第」（同
8 館邸 17）を読解しているところである。 

(2)山口県立文書館における史料調査 
 2009 年 1 月、2009 年 12 月、2011 年 1

月の三度の史料調査を山口県立文書館にて
実施し、江戸藩邸絵図、作事記録及び関連
文献史料の史料撮影（再撮影を含む）を終
えた。 

(3)作事記録の釈文作成 
 萩藩江戸藩邸の作事記録として知られる
13 点（毛利家文庫 8 館邸 9・10・11・13・
14・15・16・17・18・22・23・24・40）
全点の読解を行い、基礎的な電子データを
作成すると共に史料集の編集を行った。こ
の史料集を『萩藩江戸藩邸作事記録』と題
して出版すべく、2010 年秋には日本学術振
興会に出版助成の申請を行った（不採択）。
現在は本文の校正、意味の分かりにくい述
語の意味の確定、注釈の作成を行っている
ところである。 

(4)屋敷絵図の CAD 図作成 
 2 葉の萩藩上屋敷絵図（毛利家文庫 58 絵
図 484・487）、4 葉の同中屋敷絵図（同 58
絵図 482・495・496・497）の CAD 図化
を終え、校正作業中である。 

(5)萩藩江戸藩邸の建設マネジメントの分析 
 (1)〜(4)の基礎作業をもとに、絵図と作事記
録を付き合わせる作業を進行中であり、その
成果は各年度に 2回ずつ行われた研究会で報
告された。成果の一部については日本建築学
会の論文集に投稿を行い、2 編が査読を通過
した（1 編は掲載済み、もう 1 編は印刷中）。 

(6)他藩の作事との比較 
 (5)との比較のため、岩国藩・松代藩の江戸
藩邸の建設実態を分析中である。その成果の
一部は前述の研究会で報告された。 
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３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している． 

(理由) 
 萩藩江戸藩邸の作事記録の釈文作成が予
定より 1 年早く進行し、史料集の原稿作成が
終了している。また、(5)の分析作業にもとづ
く論文執筆も順調に進行し、既に 2 編が査読
を通過している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究のための基礎的な作業はほぼ終了し
ている。したがって、今後は分析作業に注力
し、論文の執筆、シンポジウムの開催、史料
集・論文集の出版へと展開させていくことに
する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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